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さ
れ
た
電
気
自
動
車
用
の
充
電
器
を
装
備
し

た
ト
レ
ー
も
２
基
設
置
。
利
用
者
は
充
電
ケ

ー
ブ
ル
を
車
に
接
続
す
る
だ
け
で
、
駐
車
中

に
車
の
走
行
に
必
要
な
充
電
を
自
動
的
に
行

う
こ
と
が
可
能
で
す
。
常
に
新
し
い
時
代
の

ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
き
た
日
精
の
パ
ー
キ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
。
そ
の
最
新
設
備
で
あ
る
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
パ
ー
ク
は
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
環
境

配
慮
型
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
運
営
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
最
先
端
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
で
あ
る

日
土
地
虎
ノ
門
ビ
ル
の
地
下
に
は
、
日
精
の

水
平
循
環
方
式「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
パ
ー
ク
」が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
レ
イ

ア
ウ
ト
の
自
由
度
と
優
れ
た
空
間
効
率
に
よ

り
、
限
ら
れ
た
地
下
ス
ペ
ー
ス
を
最
大
限
に

活
用
。
合
計
34
台
の
収
納
を
可
能
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
半
数
の
17
台
は
ハ
イ
ル
ー
フ
車

に
対
応
し
て
い
る
の
に
加
え
、
今
後
の
電
気

自
動
車
の
普
及
を
見
据
え
て
、
新
た
に
開
発

　

官
公
庁
が
建
ち
並
ぶ
永
田
町
・
霞
が
関
に

近
接
し
、
大
手
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
一

流
ホ
テ
ル
、
文
化
施
設
や
高
級
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
が
集
積
し
て
い
る
政
治
・
経
済
の

中
心
エ
リ
ア
、
虎
ノ
門
一
丁
目
。
そ
の
一
画

に
２
０
１
３
年
10
月
、
新
た
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

「
日
土
地
虎
ノ
門
ビ
ル
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

地
下
１
階
・
地
上
11
階
建
て
。
外
観
は
白

を
基
調
と
し
た
縦
連
窓
の
端
正
な
デ
ザ
イ
ン

で
、
建
物
の
周
囲
を
囲
む
ピ
ロ
テ
ィ（
柱
だ
け

で
構
成
さ
れ
た
空
間
）に
沿
っ
て
植
え
ら
れ

た
高
木
及
び
中
木
が
、
街
並
み
に
緑
と
潤
い

を
提
供
し
ま
す
。

　

事
業
主
の
日
本
土
地
建
物
株
式
会
社
が

「
環
境
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
ビ
ル
」と
位
置
づ
け

る
通
り
、
そ
の
最
大
の
特
長
は
、
快
適
な
オ

フ
ィ
ス
環
境
を
備
え
た
先
進
の
機
能
と
高
い

省
エ
ネ
性
能
で
す
。
た
と
え
ば
、
全
館
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
全
自
動
調
光
シ
ス
テ
ム
を
採
用

す
る
こ
と
で
、
消
費
電
力
を
約
40
％
削
減
。

同
時
に
昼
光
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
、
ビ
ル
内
を

常
に
最
適
な
明
る
さ
に
保
ち
ま
す
。
外
部
ガ

ラ
ス
と
内
部
ガ
ラ
ス
の
間
に
室
内
の
空
気
を

政
治
・
経
済
の
中
心
エ
リ
ア
に
、

先
進
の
環
境
配
慮
型
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
が
誕
生

電
気
自
動
車
に
対
応
す
る

充
電
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
新
開
発
の
ト
レ
ー
を
採
用

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
ベ
リ
メ
ー
タ
部
の
断
熱

効
果
を
高
め
た
エ
ア
フ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を

採
用
。
ビ
ル
外
周
の
窓
面
に
は
日
射
熱
を
低

減
す
る
Ｌ
Ｏ
Ｗ
‐
Ｅ
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
、
開

放
感
の
あ
る
オ
フ
ィ
ス
空
間
と
省
エ
ネ
に
両

立
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
屋
上
に
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
。
全
体
の
予
測

使
用
電
力
量
の
約
１
％
を
太
陽
光
発
電

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
約
20
項
目
に
わ
た
る
環

境
へ
の
取
り
組
み
を
行
な
っ
た
結
果
、

米
国
の
建
築
物
環
境
評
価「
Ｌ
Ｅ
Ｅ
Ｄ 

Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
&
Ｓ
ｈ
ｅ
ｌ
ｌ  
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

２
０
１
３
」認
証
と
、
国
内
の
建
築
環

境
総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
」の
Ｓ
ラ
ン
ク
を
取
得
。

「
Ｄ
Ｂ
Ｊ  

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ  

Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ

認
証
」に
お
い
て
は
、
最
高
ラ
ン
ク
の

「
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｕ
ｍ 

２
０
１
３
」認
証

を
取
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ａ
Ｌ（
年
間
熱
負
担
係
数
）

削
減
率
25
％
以
上
、
Ｅ
Ｒ
Ｒ（
設
備
シ

ス
テ
ム
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
低
減
率
）

低
減
率
35
％
以
上
を
達
成
し
、
東
京
都
の
建

築
物
環
境
計
画
書
制
度
に
お
い
て
、
最
高
ラ

ン
ク
の
段
階
３
も
取
得
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
複
数
の
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
し
て
い
る
虎
ノ
門
一
丁
目
。
日
土
地

虎
ノ
門
ビ
ル
は
、
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
タ
ウ

ン
と
し
て
発
展
し
て
い
る
同
エ
リ
ア
に
、
新

た
な
環
境
配
慮
型
ビ
ル
の
姿
勢
を
示
す
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
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【建築概要・規模】 ■建 築 主／日本土地建物株式会社
■敷地面積／1,536.83㎡　　■建築面積／813.68㎡
■延床面積／11,507.82㎡　  ■構造規模／地上11階、地下1階
■設計・監理／日本土地建物株式会社（設計統括）

株式会社日建設計（構造）
清水建設株式会社（設備）

■施　　工／清水・坂田・日土地建設 共同企業体

【駐車設備概要】 ■機　　種／フレキシブルパーク〈水平循環方式〉
■型　　式／FLX1LSRH2-34（4）FDHT-BE2x2
■収容台数／34台（うちハイルーフ車17台）電気自動車2台

ハイルーフ収容の高い乗込み口

感知精度の高いレーザーセンサーを標準装備。 バリアフリー対応の広い乗込み口

2層・34台収容（写真は上層）

充電トレーを２基設置

回転装置内蔵のリフト

1階平面図

地下1階平面図


